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京都で産声、世界７０カ国に広がるＷＣＲＰ ４０周年記念事業、京都＆奈良で開催 

 世界各地の宗教間の対話や協調を通して、紛争や貧

困の解決を目指している世界宗教者平和会議（ＷＣＲ

Ｐ）。１９７０年、京都で産声を上げ、今年で４０周年

を迎えた。その記念事業のプログラムが、９月２０日

から２７日まで、京都と奈良で実施された。４０年の

歩みのなかで、世界７０カ国に広がり、国連でのＮＧ

Ｏとしてのつながりを持つまでになった。 

■奈良プログラムⅠ  公開講演会 

   「アジアにおけるまほろば実現に向けて」   

 ９月２５日（土）、奈良県文化会館においてＷＣＲ

Ｐ日本委員会主催の公開講演会が実施された。 

 ムハンマド・アブドゥル・

ファディール・アル－コース

ィ博士と、第６３回国連総会

議長、元ニカラグア共和国外

務大臣のミゲル・デスコト・

ブロックマン氏の基調講演  

■京都プログラム  公開シンポジウム 

        「イスラームからのメッセージ」   

 ９月２３日（木）、宝ヶ池の京都国際会館において、

公開シンポジウムが開催された。２０日から２２日ま

で京都市内のホテルで行われた「イスラーム指導者会

議」を受けて開かれた。 

 基調発題は、ムハンマド・アブドゥルファディール・

コースィ前アズハル大学副学長。同指導者会議でまと

められた「平和と共存のためのイスラームのメッセー

ジ」にふれ、イスラームは異なる信仰を持つ人々へ普

遍的な兄弟愛と連帯を重視するとともに、自然との調

和を目指す教えであると強調した。 

が行われた。 

 参加者は、調和の世界を重んじる『まほろば』の心

を世界に広げようというメッセージを共有した。 

■奈良プログラムⅡ 「世界宗教者まほろば大会」 

            『まほろば宣言』を採択 

 ９月２６日（日）と２７日（月）に、「４０周年記

念事業」のメインとなる「世界宗教者まほろば大会」

が、奈良県新公会堂で行われ、世界の諸問題に対する

宗教者の役割として「まほろば宣言」が採択した。 

 ２６日は『まほろばの心と宗教者の貢献』をテーマ

に松岡正剛氏（編集工学研究所所長）の基調講演が行

われ、その後、参加者は２会場に分かれ、「まほろば」

の普遍性について意見交換を行った。 

 次いで、同委員平和研究

所所長の眞田芳憲氏がコー

ディネーターとなりパネル

ディスカッションが行わ

れ、仏教、神道、イスラー

ムの立場から４人がそれぞ  
 ２７日は、「まほろば宣言」

を採択した。多様性を尊重し、

大きな調和とする『まほろば

の心』が現在求められている

とし、それぞれが宗教的伝統  

れの意見を発表した。 

 最後に同委員会理事の田中恆清神社本庁総長の挨拶

で締めくくられた。 

ARMS DOWN! 東大寺大仏殿前で国内終了イベント 

  署名目標数 1,000 万人突破、京都から 200 人参加 

に基づいて祈りを捧げ、平和実現に向けた行動を広く

呼びかけた。その宣言文が荒井知事に手渡された。 

 

 ９月２５日、奈良・

華厳宗大本山東大寺大

仏殿前で、ＷＣＲＰ日

本委員会主催の「ARMS 

DOWN!青年宗教者から

の発信：キャンペーン

終了式典」が行われた。 

 式典では、「平和の祈り」の後、庭野理事長の挨拶な

どがあり、八坂憧憲同キャンペーン実行委員長（中山

身語正宗青年本部長）から１千万人を超える署名数が

報告されると、場内は大きな拍手に包まれた。 

 前外務大臣・民主党の岡田克也幹事長からの激励の

挨拶を受けるなど、京都教会からは参加した２００人

を含み、その場に参集した一同、平和構築に向けて、

引き続き努力することを確認した。  式典前にプレイベントが行われ、ステージ上で京都

教会・京南支部の吉田レオさんが自作の歌を披露した。 
（『時々刻々』は休ませていただきます） 

２００９年に京都教会は発足５０周年を迎えました。２０１０年私たちは新たな一歩を踏み出します。 

平安月報 
The HEIAN monthly report 
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京都の署名数２０５，１３５人  日米で ARMS DOWN! キャンペーン終了式典 

 「ARMS  DOWN! キャンペーン」は、１０月４日

で、全世界で約２千万人強、日本国内では目標数であ

る１千万人を突破し、11,077,022 人の署名が集まっ

た。また、京都教会では、目標の１５万人を突破し、

２０５，１３５人の署名が集まった。 

 京都市長をはじめとする各界のトップの署名、境内

を開放していただいた清水寺、末寺に働きかけた泉涌

寺など、国会議員、地方議員の方々、多くの協力が得

られたことが、力となり励ましになったという。 

 時には街頭に立ち、寺院などの境内に立ち、行き交

う人びとに呼びかけて、近所の人、友人知人に声をか

けた積み重ねが、これだけの署名数につながった。 

 ９月２５日には、奈良・東大寺

大仏殿前で、キャンペーン終了式

典」が行われた。（１面参照） 

 また１０月４日（日本時間１０

月５日）には、ニューヨーク・国

連本部前にあるＵＮミレニアム 

 

東大寺での終了式典 

 

世界終了式典 

ホテルで、世界のキャンペーン終

了式典が開催され、潘基文国連事

務総長の代理のセルジオ・デュア

ルテ国連軍縮部上級代表に 2,000

万を超えた署名の目録が手渡され

た。 

 

京都市・深草墓園秋季慰霊祭式典にて ARMS DOWN! ちょっといい話 

 

門川市長の式辞 

 ９月１３日、京都市深草墓園に

て、京都市主催の秋季慰霊祭と遺

族会主催の秋季法要が、門川・京

都市長が出席して開催された。毎

年、春・夏の２回開催される法要

では、宗教界各派各教団が交代で 

担当しており、京都ならではの

様々な宗教が共生し、協力してい

るからできる行事だといえる。  

 来春は、新宗連京都府協議会の

メンバーである解脱会が担当す

る。 

 アームズダウンの締切り後だ

ったが、１００人分の署名が右の

手紙を添えて、送られてきた。５

月に三条大橋での街頭署名で、通

りがかった一人の女性が、知り合

いに頼むからということで、用紙

を手渡したものを送ってきたも

のだ。 

 しばらく、何の連絡もなかった  

 

天台宗の方による法要 

ので、すっかり忘れていましたが、５枚分ぎっしり署名

してもらって、送ってこられた。この女性に用紙を渡し

た支部長は大感激だった。 

 

母性のやさしさを周りの方々に 「今月の言葉」京都教会長・中村憲一郎 ～ブログに掲載～ 

 今月の会長法話は、｢母性のやさしさを｣です。近年、

親子に関わる、信じられないような事件が頻発してお

ります。いわゆる子殺しや虐待です。やさしさが切り

捨てられ、人間を尊重する心が置きざりにされてきた

結果ともいえます。 

 「現代人の伝記」（致知出版）の中に、長年障害児教

育に携わってこられた向野幾世先生のお話がありまし

た。先生は「心を澄ます」の文中で、２７年前に１５

歳で亡くなった山田康文君が作った詩を紹介していま

す。重度の脳性マヒで、全身が不自由、口も利けない

康文くんが、いのちのたけを託して作った詩です。 

 「ごめんなさいね おかあさん」という書き出しで、

「ぼくさえ生まれなかったら」母親に苦労をかけなく

て済んだと、詩っています。この康文君の詩を先生か

ら見せられた康文君のお母さんが詩で応えました。 

 「わたしの息子よ ゆるしてね」脳性マヒだったこ

とに、「いっぱいいっぱい 泣きました」と。歩けない 

康文君を背負って歩くお母さん、「‘重くはない’と聞

いている あなたの心が せつなくて」と書き、そし

て、「わたしの息子よ ありがとう」と、がんばる息子

を見守れること、人をいたわるほほえみの笑顔で生き

ている、そんな息子がいるから生きていけると綴りま

した。 

 このお母さんの詩に康文君が「ありがとう おかあ

さん」と、お母さんがいるので、自分は生きている。

人としての生き方を教えてくれたお母さんだから、あ

りがとう、と応えました。 

 わが子に惜しみなくそそぐ「母の愛」、その愛に支え

られて短い一生を精一杯生きた康文君。この話に対し、

会長先生は「まず身近な人への思いやりを実践して参

りましょう」と呼びかけておられます。 

 今月は、まず相手の心の痛みに思いを寄せ、すべて

の人の心にある「母性」＝やさしさを、周りの方々に

いかんなく発揮して参りたいと思います。 
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壮年部団参  「斉家の大切さを確認」 

 ９月２５、２６日に本部大聖堂において全国壮年団

参３組目が行われ、京都教会から３１名の壮年部員が

参加した。今回は半数近くが５５歳未満の若手壮年を

占めており、昨年までとは違う団参になった。本部式

典ではご供養後、体験説法、山野井顧問から講話があ

り、「自分が変われば周りが変わる」「女房には『愛し

てるから言うんだけど』といった言葉を添える」こと

の大切さを説いた。その後の交流法座では参加した５

８教会の部員が斉家の大切さをかみしめた。 

「開祖さま入寂会」恩師への報恩感謝と精進を誓う 

 １０月４日、「開祖さま入寂会」式典が挙行された。

大聖堂での模様は、全国に衛星中継され、庭野会長が

「人類の過去は『エゴの文化』。宇宙に存在するすべ

てと調和を保ちながら生きていくことが庭野開祖の

意にかなう信仰で、おおらかな気持ち、世界平和を目

指された精神をもって、精進しましょう」と語った。  

 その後、京都教会では、黒澤元東京教区長が講話に

立ち、在家には、『人様のために行うこと。人を責め

ないこと。人を許す心を持つこと』が必要だと述べた。 

 

●お手配（おはからい）をいただく 

佼成会のことば（行法ガイドブックより） 

世間一般で使われる「手配」とは段取りをつけ準備

すること。「はからい」とは相談するとか、協議する

という意味があります。どちらにしろ人間の力によっ

て人間が手配し、はからうというのが一般的な使われ

方です。 

 佼成会では、そうした人間が行う手配、はからいも

大事にして感謝すると共に、その奥にある仏さまの力

や働きに気づき、すべては仏さまのお手配、おはから

いによるものであると受け止めるのです。要は、目の

前に起こる現象を仏さまのお手配、おはからいと気づ

くかどうかです。その気づきがお手配にほかなりませ

ん。己の心を空しくし、すべてを仏さまのお手配、お

はからいであると信じて受け止めれば、感謝の心もわ

いてきます。その心を培うことが信仰の功徳です。現

象は善悪を超越したもので、すべて仏さまのお手配、

おはからいなのです。ところが、『如来寿量品』で説

かれる「六或示現」の中に「或いは己事を示し、或い 

は他事を示す」とありますように、仏さまの大慈大悲

の救いは、いつもそのまま救いの形で現れるとは限り

ません。時として、自分にとっては不都合な現象や生

死にかかわるような大きな問題となって現れます。そ

うした状況の受け止め方、処し方こそ大切となってく

るのです。何か心に悩みや苦しみ、不安や空虚さを感

じた時には、ふっと自分を振り返る。そして、内省・

懺悔をし、自分の生き方が仏さまの教えに沿っている

かどうかを確認するのです。 

この「仏さまのお手配、おはからい」というのは神

頼みのように何もせずに結果を待つということでは

ありません。『法華経』全巻をとおして「歴却修行」

の大切さが教えられているように、善いことを自ら進

んで繰り返し繰り返し実践することが自他を救う道

となるのです。『譬諭品』の「三車火宅の譬え」に出

てくる子供たちも、門の外にある“珍しい車”を求め

て自ら走り出したからこそ救われたのです。自分の都

合のよいことも悪いことも自分を幸せにするための

仏さまのお手配、おはからいと感謝で受け止めて、努

力するところに仏さまはご加護くださるのです。 

 

仏教を生活に生かす  「日常生活の中の仏さまの教え」 

《みんな仏になれる・・・一仏乗》 

ある教会長指導会でのことです。一人の教会長さん

が真っ先に手を挙げ、庭野開祖に、教会道場の宿直に

来て下さる人が少ないことについて、聞きしました。

庭野開祖はあたたかな笑顔で、こう答えました。 

「みんながいる前で、聞きにくいことを最初に質問す

るのは勇気のいることだね。それほど一生懸命だった

ら、大丈夫。必ずご守護頂けますよ」教会長さんは、

宿直に来て下さる人を増やすには、どうすればいいの

かをお聞きしたのです。ところが庭野開祖は、それよ

りもあなたが熱心に求める心が尊い、そのままで大丈

夫だ、それでよいのだ、とおっしゃるのです。 

庭野開祖のお言葉で、その教会長さんは、口では「仏

になる」と言っていたのに、自分の心が本当にそこに

定まっていなかったことに気づきました。 

私たちは実相を見るより、つい〈こうあるべきだ〉

と思ってしまいます。それは日々起こることを、よく

ない現象だと思っているからです。庭野開祖のように、

今を最大限に喜ぶ見方ができれば、たったひと言で、

そのまま仏さまの世界に変化するのに、それをわざわ

ざ難しくしてしまっているのは自分自身だったので

す。何か問題が起きたとき、それをすぐに解決してし

まってはもったいないのです。仏さまが私たちに問い

かけているのは、解決できるかどうかでなく、そのこ

とをどう見て、どんな心を起こすことができるのか、

ということなのです。 

動物や草木も、山や川という自然の存在も、みんな

等しく宇宙の大生命、久遠の本仏の現れなんだ、自分

と根が同じ一つの命なんだ、と教えているのが法華経

の教えの真髄です。 
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《見逃しの三振》 庭野開祖の宗教観･平和観 「一乗の道」 

一般に、イスラームは「右手に剣、左手にコーラン」

を説く好戦的な宗教のように考えている人が多いが、

その言葉は十字軍によって作られた言葉で、イスラー

ムということ言葉は「イスラーム」つまり平和という

意味だという。イスラームの教えは観念的な愛を説く

のではなく、現実の共同体の中に愛の世界を実現させ

ようと生活の場で教えを実践する宗教なのである。 

一日に５回、聖地のメッカに向かって行う礼拝では、

同信の仲間の連帯にすきま風が入らないように、互い

のひじとひじが接するように、横に並んで行うのだと

いう。1 年のうち 1 ヵ月間、日の出から日没まで、飲

まず、食わず、吸わずに過ごす断食の行も、自分の欲

望を制御して、共同体の恵まれない人々を助ける心を

養うためであり、収入に応じて所得の一定額を拠出し、

同信の貧しい人を援助する喜捨の行もある。 

「同じ宗教者として話し合えば、必ず心が通い合う

はずだ」と、庭野開祖はあきらめなかった。ちょうど

そんな時に、たまたまテレビを見ていると、プロ野球

の元南海ホークスの名監督だった鶴岡一人さんが、こ

んな話をされていた。「監督として、いちばん腹が立つ

のはどんな時でしたか」という質問に、鶴岡さんは「こ

こ一番という時に送り出した代打者が、バットを一度

も振らずに見逃しの三振をしてベンチに帰ってきた時

ほど、腹の立つことはありませんねえ。バットは振ら

なきゃ当たらないんだと、怒鳴りつけて蹴飛ばしたく

なります」と答えられたのであった。 

「これだ」と、庭野開祖は思った。世界の平和など本

当に実現できるのだろうかと、へっぴり腰でかまえて

いたのでは、くる球、くる球、みんな「不可能」とい 

う球に見えてしまう。ともかく思いっきりバットを振

ることだ。ヒットが出たら万々歳だし、空振りしたら、

次の球を狙えばいい。そのテレビを一緒に見ていた秘

書も、「そうですね。このピンチに何もしないのでは、

悔いが残ります。結果はともかく、全力を尽くしまし

ょう」と、庭野開祖の考えをようやく理解したのだっ

た。 

そうして、何度か大使館を訪ねてサレフー大使にお

会いしているうちに、大使の態度がだんだんやわらい

できた。「庭野さんは、公平にものごとを見られる方だ。

どうか公正なジャッジになって頂きたい。あなたの考

えを私の国に伝えましょう」そう言って握手をしてく

れるようになった。一点の明かりが見えてきたように

思えた。そして、それからまもなくホメイニ師からの

電報が届いたのであった。 

「米国のイラン介入を討議する国際会議を開くので、

ぜひ出席して頂きたい。国賓としてお招きする」とい

う内容だった。まさに好機到来である。しかし、事件

発生からすでに７ヵ月が経っているのに、解決の道は

まだその糸口さえもつかめていなかった。相当の決意

が必要だった。 

 庭野開祖は会の式典で大聖堂に集まった会員を前

にして、イランに出発する決意を話した。「世界の平和

のために、どうしてもイランを説得しなければなりま

せん。私は自分が米国の大使館員の身代わりになるこ

とも辞さない覚悟で、イランへ出かけます」ともかく、

イランに国連の場に出てもらわなければならない、と

いうのが庭野開祖の考えだった。 

     (つづく) 

 

世界平和祈りの週間 10 月 17 日から 24 日 私たち kinki.genki ～大阪教会より～ 

 毎年、10 月 24 日の国連創設記念日を含む 8 日間、

世界の平和を願う「祈り」を捧げています。今年は、

10月 17 日から 24日まで行います。教会や各家庭で毎

朝 9時に次の言葉を読んで、祈ります。 

青年婦人部大会（ラ・カリテ）善き友と出会おう 

～あなたも持っている みがけば光る ダイヤモンド～ 

日時 １０月２８日（木） 午前１０時～１２時 

場所 立正佼成会 大阪教会２階法座席 

講演 青年本部（婦人部担当） 

１２時３０分より４Fホールにて軽食（お茶付）を用意し 

ています。 

（子どもさんはおにぎりです） 

「祈りの言葉」 

「世界が平和になりますように、人のことを思いやる

人が増えますように、まず私からやさしくなります」 

『他教団活動紹介』は休ませて頂きます。 

渉外部からのメッセージ  

 「ARMS  DOWN! キャンペーン」は国内目標数を

達成し感激のままＷＣＲＰ４０周年記念式典に望むこ

とが出来ました。全世界の署名数のうち約半数が日本

であることに、被爆国として核の廃絶が国民の願いで

あるように感じます。この署名の影響力は今後どれほ 

どになるかは分かりません。しかし我々は常に平和に

向けて「見逃し三振」ではなく「思いっきりバットを

振り続ける」覚悟でなくてはいけません。 

月報を読まれて感想などがありましたらお気軽にお寄

せ下さい。 RKK 京都教会 FAX 075-762-2266 
 


